
 

 

 

 

 

 

 

 
令和６年度伊勢崎高等特別支援学校卒業生１５名の進
路状況は、福祉サービス事業所の利用予定者８名（Ｂ型
サービス：５名、Ａ型サービス：３名）、一般事業所へ
の就職予定者７名となっております。 
福祉サービス事業所を利用する生徒は、就労アセスメ
ントを取るためや、新規にできたＢ型事業所で実習する
ため、またはＡ型事業所と一般事業所の両方で実習する
ためなどで、臨時の実習を行う生徒も何名かいましたが、
どの実習も一生懸命に望んだ結果、無事に進路先が決ま
りました。 
一般事業所への就職においては、２年２学期の最初の
実習から３年の２学期まで、同じ事業所で実習を積み重
ねた生徒については、生徒本人の頑張りを評価していた
だいた事業所が多く、ぜひ採用したいということで内定
をいただくことができました。一方、実習先の都合など
で新たな実習先を探すことになった生徒もおり心配もあ
りましたが、労働政策課やメルシーをはじめとした関係
機関との連携を軸に、企業開拓を行うことによって対応
することができました。どの生徒も実習を通して成長し、
働くことに自信をもてたと思いますので、入社後も責任
感をもって仕事に打ち込めると思います。 
卒業生の保護者の皆様には、お忙しい中、保護者会や
実習先での面談等、様々な場面で御協力いただき、本当
にありがとうございました。卒業生の皆さんがそれぞれ
の進路先で、末永く活躍できることを職員一同、心から
願っております。 

 
 
２月１２日（水）に生徒向けの進路ガイダンスを開催しました。まずは、「社会で
働くために必要なこと」をテーマに桐生工業株式会社の大塚勇基様と R５年度卒の
鈴木忍さんをお招きし、講演をしていただきました。社会で働くためには、元気な
挨拶とコミュニケーションを取ることが大事であるとの話があり、生徒は友達と簡
単なゲームを行うことで、相手の気持ちや表情を感じながら、やりとりする事の大
切さを実感したようでした。続いて卒業生の鈴木さんへの質問タイムがあり、在校
生からの多くの質問に答えてもらえました。後半は「仕事を続ける大切さについて」
をテーマにハローワーク伊勢崎の就職支援コーディネーターの新木智子様が話を
してくださいました。仕事を永く続けていくためには、「明るく挨拶」「お礼を伝
える」「粘り強く仕事をやり続ける」「体調管理をしっかり」これらは今みんなが
しっかりできているので、続けて欲しいと思います。何か困ったことがあったら一
人で悩まないで、早めに周りの人へ相談をすることが大切であると話していただき
ました。生徒達は、聞き逃さないようにメモをとりながら真剣に講話を聞いて、今
後の家庭生活や学校生活で頑張ることを事後指導で学習することができました。 

 

○２年保護者会・個別面談 ３月６日（木） 

「ハローワーク経由での障害者雇用について」と「来年度の福祉・一般就労の流れについて」を説明します。

個別面談では、現場実習の成果と課題について話し合い、次回の実習先についても相談をしていきます。 

○１年保護者会・個別面談 ３月７日（金）  

  ２年次に実施する現場実習の基本的な考え方、マッチング、開拓などを中心とした内容を説明します。個別

面談で、本人・保護者の希望や１年間の学習の様子をもとに、進路の見通しについて話し合います。また、進

路希望調査の記入についても相談します。 
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【Ｒ６年度卒業生進路先一覧】 

 

【福祉的就労】 

・ＲＩＲＩ〈Ｂ型〉 

・あいうえお〈Ｂ型〉 

・花信〈Ｂ型〉   

・ハニービー伊勢崎〈Ｂ型〉 

・ＨＡＬＯ－ぴーす－〈Ｂ型〉 

・ひかり〈Ａ型〉 

・ブルーオーシャン〈Ａ型〉 

【一般就労】 

・株式会社ＵＡＣＪ製箔   

・株式会社アイチコーポレーション 

・株式会社ブルースカイワン 

・株式会社ミツバ 

・株式会社伊東園ホテルズ 

・株式会社北関東三喜 

・株式会社食環境衛生研究所 

進路ガイダンス③ 

今年度卒の進路状況について 

３月の主な進路行事 


